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★町の人口★10,344人（十妬）男4,855人（+8）女5,492（十娼）世帯合計3,639 (+16）平成6年10月31日現在（）は前年同月との比較です 

'94 童謡まつりin赤池 

▲今日は本当にビューティフルサンデーだね／ 
(11/6 コンクール発表会より） 

あったか0 感動 

●
わ
し
が
野
菜
怪
人
力
ボ
チ
ャ
ン
だ
ー
ク
（
 11
 

/
6
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
よ
り
）
 

ー
 

0
 

想いでいっばいできました0 
札点 

米
不
足
で
米
が
見
直
さ
れ
 

た
去
年
。
今
年
は
異
常
渇
水
 

で
、
水
の
あ
り
が
た
さ
が
身
 

に
し
み
た
。
あ
る
も
の
が
、
 

い
ざ
無
く
な
る
と
、
そ
の
意
 

味
が
改
め
て
見
直
さ
れ
る
。
 

米
も
水
も
、
そ
の
大
切
さ
を
 

身
を
も
っ
て
経
験
し
た
。
米
 

は
輸
入
や
他
の
食
べ
物
に
代
 

え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
水
は
そ
う
は
 

い
か
な
い
▼
赤
池
町
の
 
「
水
」
 

の
問
題
 

も
深
刻
で
あ
っ
た
。
飲
料
水
は
何
と
か
 

確
保
で
き
た
が
、
農
業
用
水
は
不
足
し
、
 

す
い
と
う
 

大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。
水
稲
は
上
野
 

地
区
で
も
約
二
千
万
円
。
梨
は
約
一
千
 

六
百
万
円
、
菊
・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
 

約
千
三
百
万
円
。
被
害
総
額
四
千
九
百
 

万
円
で
あ
る
▼
今
回
の
渇
水
の
原
因
と
 

な
っ
た
少
雨
・
高
温
は
気
象
台
観
測
史
 

上
百
年
余
で
初
の
現
象
と
い
わ
れ
て
い
 

る
が
、
来
年
以
降
ど
う
な
る
の
か
予
測
 

で
き
な
い
。
今
も
ま
と
ま
っ
た
雨
は
な
 

い
▼
近
年
、
水
の
使
用
が
異
常
に
増
え
 

て
い
る
の
も
原
因
の
よ
う
で
あ
る
。
 
工
 

業
用
水
の
増
化
、
上
水
道
・
水
洗
化
に
 

伴
う
下
水
道
の
普
及
な
ど
で
、
多
量
に
 

使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
 
確
か
に
よ
り
よ
 

い
生
活
を
求
め
る
中
で
、
下
水
道
に
よ
 

る
水
環
境
の
整
備
も
必
要
で
あ
る
と
 

思
う
が
、
水
を
得
る
努
力
と
利
水
の
 

量
的
増
大
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
 

か
、
さ
ら
に
天
候
変
化
が
ど
う
な
る
の
 

か
、
文
明
の
発
展
は
水
問
題
抜
き
に
は
 

考
え
ら
れ
な
い
▼
「
水
が
万
物
の
命
」
 

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
 



り
 

ー
 

財
政
再
建
へ
一
歩
ず
つ
確
実
に
 

、
 

平
成
五
年
度
の
決
算
が
九
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
経
 

済
の
崩
壊
で
収
入
の
減
少
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
す
が
、
財
政
再
建
計
画
 

に
基
づ
く
限
ら
れ
た
財
源
で
や
り
く
り
し
ま
し
た
。
 

町
が
行
う
事
業
は
、
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
 

な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
決
算
は
こ
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
 

／
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
 

一
般
会
計
の
財
源
は
、
町
税
や
使
用
 

料
、
負
担
金
な
ど
を
 41 
心
と
し
た
自
主
 

財
源
と
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
 

ど
、
国
や
県
に
頼
っ
た
依
存
財
源
に
分
 

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

平
成
五
年
度
の
収
入
の
総
額
は
、
五
 

ノ
 

。
 
、
 

●ー特 別 会 計ー→ 
◇一了i、 

く奪斗 町には、一般会言-1と0っの特別会討があり 

αノ女こソ ます。特別会討は特定の目的のために事業を 

a 語誓」 行うことです。これらの会討はみなさんの払 

ミI う保険税ゃ使用料なとで運営され、暮らしに 

シデコ 役立っています。 

’住宅新築資金貸付事業 

収 入 2億 3,034 万円 

1億1フ68万円 
支 出 3億4,802万円 の赤字です。 

’国民健康保険特別会計 ’ 老人保健事業 

収 入 6 億 7,479 万 fx 収 入 9億2,441 万F 
439 万円の 

支 出 6億8,018万円 
1109万円の 

支 出 9億t332万円 の黒字です。 

’上水道事業 
27只下7ロコ刀、 

.町立病院事業 
収 入 2億944 万F1 黒字です一 収 入 8 億3I837 万円 ~ 7,143 万円の 

黒字です。 

支 出 2億566万円 累計は 支 出 7億6,I 14 万円 累計は 
3億46万円の 9I693万円の 

赤字です。 

県支出金（6.5 %)3億3,5郎万円 

国庫支出金 

(14.6 %) 

7億5,149万円 

町債（5.6 %) 2 億8,870万円 

その他（2.8%) 1億4,086万円 

繰A%(5.1%) 2( 6,2447JR 

町 税 

(8.5 %) 
4億3,565 

、 万円 

地方交付礎 

(47.1%) 

24億 

2,227万円 

諸収入（3.3 %)1億6,828万円 

十
一
億
四
千
百
五
万
円
で
、
前
年
度
に
 

比
べ
る
と
二
億
七
千
九
百
九
十
一
万
円
 

減
額
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
 

と
し
て
、
地
方
交
付
税
が
約
二
億
円
、
 

財
産
収
入
が
約
八
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

収
入
の
内
訳
を
財
源
別
に
見
る
と
、
 

自
主
財
源
が
二
十
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
 

分担金及び負担金(2.6%) 1億3,576万円 

ザシノ 財産収入（2.0%)1 f, 165)J3 
停用料島lfチ0& /,nnハ八”パ八ー一 

29億9,946万円の赤字でした 

議会費（]%)8,261 万「q 

前年度繰上充用金 

ノ （37.6 %) 

ノ30

億6

. 345万 

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
繰
入
金
は
公
債
 

費
（
借
金
）
を
繰
り
上
げ
て
返
す
た
め
 

基
金
を
取
り
く
ず
し
た
も
の
で
す
。
ま
 

た
、
諸
収
入
は
、
給
食
費
な
ど
と
な
っ
 

て
お
り
、
町
独
自
で
使
え
る
自
主
財
源
 

に
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

一
方
、
依
存
財
源
は
全
体
の
七
六
．
」
ハ
 

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
で
 

民生費 

(12.5 %) 
I合，ノーー’mI''OUz 、 

,ハI団二n ハ01 r m 呼」ー二貝 、乙,J /U ノ 

」Ul思乙，UO」ノJ「コ 

2 億2,694 万円 

労働費 

( .9 %) 
7億2,302万角 

農林水産費（2.5 %)2 億604万円 

災害復旧費(1.5%) 

教育費(3.8 % ) 3 億886万円 1億2,006万円 

も
地
方
交
付
税
は
全
体
の
四
十
七
・
ー
 

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
従
っ
 

て
、
こ
の
地
方
交
付
税
が
減
額
に
な
る
 

と
、
町
の
財
政
も
大
変
厳
し
く
な
っ
て
 

き
ま
す
。
四
年
度
と
の
比
較
で
は
約
一
一
 

億
円
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
背
 

景
は
、
経
済
の
動
き
に
よ
っ
て
随
倉
遅
っ
 

て
き
ま
す
。
 

支
出
の
総
額
は
、
八
十
一
億
四
千
五
 

十
一
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
約
 

三
億
四
千
万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。
 

決
算
規
模
が
縮
少
し
た
の
は
、
収
入
が
 

減
っ
た
た
め
、
建
設
事
業
の
抑
制
な
ど
 

の
た
め
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
 

支
出
の
中
で
一
番
大
き
い
の
は
、
前
 

年
度
（
四
年
度
）
の
赤
字
額
を
支
払
う
 

前
年
度
繰
上
充
用
金
で
、
三
十
億
六
千
 

三
百
五
十
四
万
円
で
全
体
の
三
十
七
・
 

六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

借入金（起債）現在高の推移 

82.1 

i 難難i 79.9 

74.0 71.~ 

63.7
iiiiii曇 59.2 

54.7 

他
に
は
、
福
祉
関
係
の
法
律
の
改
正
 

に
伴
な
い
、
権
限
の
移
譲
が
な
さ
れ
、
 

委
任
事
務
と
し
て
町
が
行
な
う
よ
う
に
 

な
っ
た
た
め
、
民
生
費
で
は
昨
年
度
と
 

比
較
す
る
と
、
約
一
億
八
千
万
円
、
一
一
 

十
ー
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

財
政
再
建
を
は
か
る
上
で
、
借
入
金
 

の
返
済
を
早
く
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
公
債
費
（
借
入
金
）
の
支
出
 

は
、
九
億
三
千
九
百
十
三
万
円
で
、
元
 

金
が
、
約
六
億
五
千
六
百
万
円
、
利
子
 

が
二
億
八
千
三
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
 

早
く
返
す
こ
と
で
利
子
の
支
払
い
を
抑
 

え
ま
す
。
収
入
の
繰
入
金
は
、
借
入
金
 

返
済
の
た
め
に
積
立
て
た
基
金
を
取
り
 

崩
し
た
も
の
で
、
そ
の
お
金
で
、
借
入
 

金
を
早
く
返
す
た
め
の
も
の
で
す
。
 

限
ら
れ
た
収
入
の
中
で
、
早
く
財
政
 

再
建
を
果
た
す
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
 

の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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人
権
尊
重
旬
間
 
12
 

月
4

日
5
 13
 

10 

1 2 3 4 5 

年 年 年 年 年 

0 

t 62 63 

単位 年 年 
億円 

年度→ 

日
ま
で
 

人
権
を
認
め
あ
い
 
た
か
め
あ
い
 

み
 

ら
 

い
 

明
る
い
二
十
一
世
紀
の
町
づ
く
り
 

十
ニ
月
四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
 

人
権
尊
重
旬
間
で
す
。
こ
れ
は
、
 
一 

九
四
八
年
、
国
際
連
合
総
会
で
「
世
 

界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
た
十
ニ
月
 

十
日
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
 

で
す
。
 

赤
池
町
で
も
「
人
権
尊
重
旬
間
」
 

の
期
間
中
、
 

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
 

大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
く
た
め
、
 

行
事
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
 

「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
 

ん
か
。
 

今
年
は
、
国
際
連
合
総
会
で
決
議
さ
 

れ
た
「
国
際
家
族
年
」
 
で
す
。
国
際
家
 

族
年
は
、
家
族
の
重
要
性
を
認
識
し
、
 

家
族
問
題
に
対
す
る
政
府
、
国
民
の
関
 

心
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
の
役
 

割
、
構
造
な
ど
に
対
し
て
理
解
を
深
め
、
 

家
族
の
福
利
を
支
援
、
促
進
す
る
こ
と
 

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

近
年
に
お
け
る
家
族
構
造
や
機
能
の
 

変
化
は
、
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
っ
て
い
 

~ 

，り三… 二りり1，三＝り 堅響1ョ讐誉犀遣ー―ー 
場所など 

人権パレード 12月2日岡 

午前9時30分 
町内4 コ―ス 

人権を考える夕べ 12月6 日（火） 

午後7時30分 
同和対策中央研,修所 

人 権 相 談 12 月7日困 
午前10時～午後3時 

赤池町 

福祉センター 

人権駅伝大会 12月11日（日） 

午前9時集合 
集合場所 

町民グラウンド 

人権ポス夕ー 
掲示期間 

12月3日～13日 町内10ケ所 

言蓄 
Hll 'バ 本 

12月9日岡 

午後1時～2時20分 

（福岡県主催） 

講師渡辺文雄氏 

福岡市民会館 

テ レ ビ放送 12月3日比） 
10時～10時55分 

KBC九州朝日放送 

映画「花束」 

ま
す
。
女
性
の
社
会
進
出
が
高
ま
っ
て
 

お
り
、
共
働
き
の
家
庭
が
増
え
、
今
や
 

女
性
は
社
会
を
支
え
る
大
き
な
力
に
な
っ
 

て
い
ま
す
が
、
 

「
女
の
く
せ
に
」
 
だ
と
 

か
「
女
は
家
事
」
 
と
い
う
意
識
が
今
で
 

も
残
っ
て
い
ま
す
。
 
ま
た
、
急
速
に
進
 

む
高
齢
化
問
題
も
、
家
族
の
あ
り
方
、
 

対
応
の
仕
方
な
ど
、
今
ま
で
に
経
験
し
 

た
こ
と
の
な
い
世
の
中
へ
移
行
し
ま
す
。
 

「
年
寄
り
の
く
せ
に
」
 
な
ど
で
は
済
ま
 

さ
れ
ま
せ
ん
。
家
族
の
 
「
人
権
」
 
に
つ
 

い
て
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 


